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師走の候  

今年もいよいよ残りわずかとなってしまいましたが、皆様におかれ

ましてはいかがお過ごしでしょうか、また、この度の台風 19 号で被

災された皆様方の一日も早い復興をお祈りいたします。 

さて、今回の協議会だよりは、11 月 19 日（上伊那郡飯島町）、20

日(下伊那郡阿智村)に開催した技術研修会（水路の目地補修）と広

域活動組織レポ－ト(下伊那郡高森町)の取組みについてのご紹介

をします。 

 

技術研修会（水路の目地補修） 

11 月 19 日(火) 上伊那郡飯島町(飯島町文化館)及び、20 日（水）下伊那郡阿智村（丸山ふれあい

センタ－）の２会場で、水路の目地補修について技術研修会を開催し、県内各地より 85 活動組織、述

べ 160 名の皆様にご参加いただきました。 

研修では、関東農政局土地改良技術事務所保全技術課 坂本良子係長を講師としてお迎えし、「コ

ンクリート開水路の変状と簡易補修」をテーマに講義していただきました。また、実践研修では公募で

参加いただいた 4 社の製品を、両会場近くの現場水路で実演・指導していただきました。 

19 日.飯島町会場                      

【 講 義 】 （飯島町文化館）          
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【実践研修】 (飯島町農地・水・環境保全管理協定 水路) 

 

20 日.阿智村会場                       

 

【 講 義 】 (丸山ふれあいセンタ－) 

 

【実践研修】 （阿智村丸山集落 水路） 
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  講義の中では、主として目地の補修を適正に施工する上での留意点等について説明がありました。

実践研修では目地補修をトライアン（株）、ホクエツ信越(株)≪19 日のみ≫、信越化学(株)、（株）ダイフ

レックスの各企業の製品を持ち寄り、実演・製品の説明等をしていただきました。 
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広域活動組織レポ－ト 

「高森町多面的農地保全広域協定運営委員会」 

【はじめに】 

 前回号では、本年度新たに立ち上がった 7 つの広域活動組織のうち、安曇野市の 5 組織について

紹介しました。 

今回は残り 2 組織のうち高森町の広域活動組織についてご紹介します。 

 

【高森町の広域化】 

○高森町の概況 

 高森町は、長野県南部に位置し、天竜川右岸の段丘の変化に富んだ

美しい自然を巧みに利用し、発展してきた人口約 13,000 人の町です。 

県内では比較的温暖な地で、天竜川と支流の河岸段丘により形成さ

れた起伏に富んだ地形を利用し、桃、梨、リンゴなどの果樹の生産が盛

んで、市田柿は特産として県外にも多く知られています。 

 

○多面的機能支払の取組 

 高森町は、果樹園、水田、畑が混在する農業体系で、多面的機能支払には、昨年度は２７組織が、 

４１％のシェアに当る約４００ha の農地を対象に活動しています。 

 取り組み内容としては、集落ごとの水利組合などが中心となり、農地維持と施設の長寿命化を行って

います。 

昨年度５年の計画を終了した１８組織のうち、１５組織が統合して本年度から 1 広域活動組織に生ま

れ変わり、本年度は町全体で１０組織が活動を継続しています。 

 

○広域化の経緯 

 高森町では、平成２６年度の多面的機能支払制度移行から活動組

織が増加し、全体で２７組織となり、町の対応も多岐に渡り、事務軽減

が課題となっていました。また、活動組織からも広域化について要望

が寄せられていました。 

こうした状況を踏まえ、平成２８年頃から広域化に係る検討を進め、

活動組織とも情報を共有してきました。 

結果、平成３０年度で１期目の計画が完了する組織を対象に広域

化することになり、１５組織が参加して広域活動組織の誕生が実現し

ました。 
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○広域活動組織の概要 

高森町多面的農地保全広域協定運営委員会は、平成３０年

度で５年計画を完了した１５組織が参加して立ち上がりました。 

本年度は、各組織とも昨年度までの活動を継承して、それぞ

れの組織ごとに農地維持活動、資源向上活動（長寿命化）を実

施します。 

広域運営委員会は各活動組織に、町及び町営農支援センタ

ーが加わり、会長は営農支援センターの理事長が就いて、事務

局長（会計）は役場で担う体制となっています。 

事務局は、現在役場で担う形になっていますが、今後は営農支援センターに事務局員を配置して、

いくことを検討しています。 

 

○広域化の特徴 

・各組織の活動は、地域性を尊重するため、従来どおりの活動を継続して実           

 施しています。             

・営農支援センターが参加団体となることで、遊休農地対策として農地の保全

活動をより積極的に展開することが可能となっています。 

・営農支援センターに広域組織の事務局員を確保して、各組織の事務軽減と

広域組織としての効率的な事務処理を図ります。 

・長寿命化対策として、広域化のメリットを活かし、交付金の柔軟な活用を図

り、施設の補修等を効率的に実施しています。 

・長寿命化対策の工事事務手続きは、各組織が行うことは負担が大きく、各組織の負担軽減を図るた

め、事務局で一括管理執行するよう検討しています。 

 

○広域化の課題 

・本年度は各組織とも従来どおりの活動を継続してもらうため、広域化のメリットが感じられないため、

各組織に対して今後の対応を十分に理解してもらうよう説明しています。 

・広域に参加していない９組織は、平成２７年以降に活動を開始した組織であり、それぞれ５年計画が

終了した時点で広域組織に参加してもらうよう合意形成を図っていく必要があります。   

・資源向上（長寿命化）を広域事務局で管理執行を担うに 

 当って、各組織との調整を十分に行うシステムを構築し    

 ていく必要があります。 

・広域事務局員について、長寿命化対策など技術的知識   

 を有する人材確保が必要となり、営農支援センターへの 

配置を検討しています。 

・現在、町の６割近い農地が交付金の対象農地となってい    

 ないため、取組を如何に拡大していくかも課題となって   

                             います。 
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■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

（担当：田中・白石） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

○今後の展望 

・広域化１年目は、各組織とも従来とおりの事務処理となりますが、今後役場と営農支援センターが連

携して、広域化のメリットを各組織が享受できるよう、早期の事務局体制の構築を図ります。また、残

りの組織の広域参加を実現し、町１つの組織を設立することを目指しています。 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 事務局から 

 

 

 

  

 

 今回は、技術研修会・（水路の目地補修）の様子をご

報告しました。両会場ともに大勢の皆様にご参加いただ

き有難うございました。 

今後とも各地域の様々な事例を皆様に紹介してまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 


